
[２００３年春闘方針]

経営者への要求          経営者団体・行政への要求   

■６％の賃金引き上げ（モデル基準給で）  ■コンピュータ労働者の賃金水準の全国全

３０才  ２００００円          産業水準への引き上げ

■企業間格差をなくして電算労水準への   ■システム知識、業務知識の教育の機会を設

到達                   ける

■一時金は夏冬ともに３ヶ月以上      ■新技術教育制度の拡充

■サービス残業をなくして３６協定の    ■「月間４５時間、年間３６０時間以内」の

遵守                   厚生労働省時間外労働ガイドラインのソフ

■時間外割増率の引き上げる        トウエア労働者への「適用除外」をあら

普通残業１４５％ 深夜残業１７５％    ためる

■ソフトウエア開発工程の中に「システ   ■発注元の単価引き下げと、受注の値引き

ム業務知識」教育の時間を見積もる     競争をやめて、健全な商取引の実施

新技術の教育制度の拡充         ■ソフトウエア開発過程における仕様変更に

■実質派遣・形式請負をなくして請負     対する妥当な納期と対価などの公正取引の

化の促進と派遣法の遵守、派遣労働の    実施

改善                  ■労供事業の普及、請負化の促進、派遣法の

■「室内スペースの拡張、休憩室の設置、   労働者保護機能の遵守と拡充

空調の改善」など作業環境の改善     ■業界全体の作業環境の改善

２００３年春闘日程

２月２１日（金）定期大会で春闘方針確立

３月中旬…………要求提出

３月２６日（水）経営申し入れ（東京）

４月 ４日（金）回答指定日

４月 ９日（水）経営申し入れ（大阪）

４月１４日（月）経産省、ＪＩＳＡ申し入れ

４月１４日（月）ストライキなど交渉強化
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●コンピュータ労働者に
ふさわしい賃金で、残
業を無くし、健康で文
化的な生活を。

●働く者が幸せになる平
和なコンピュータ社会
を。

電算労
電算機関連労働組合協議会
〒110-0003

東京都台東区根岸3-25-6
タブレット根岸2階
ＴＥＬ 03(5603)4570
ＦＡＸ 03(5603)7265

URL http://www.union-net.or.jp

（１）

去
る
２
月
２
１
日
（
金
）
に

第
７
回
電
算
労
・
電
算
労
組
合

同
定
期
大
会
が
１
２
組
合
、
２

５
人
の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
最
初
に
小
林
寛
志
電

算
労
議
長
か
ら
「
最
近
世
の
中

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
『
臭
い
』
が

充
満
し
て
い
る
、
イ
ラ
ク
情
勢

は
戦
争
直
前
の
『
き
な
臭
い
』

状
況
で
あ
り
、
労
働
問
題
で
は

労
使
が
馴
れ
合
っ
て
春
闘
を
や

ろ
う
と
し
な
い
『
胡
散
臭
い
』

『
ナ
マ
臭
い
』
気
配
が
た
だ
よ
っ

て
い
る
。
そ
ん
な
中
我
々
組
合

の
役
員
は
『
ド
ロ
臭
い
』
『
人

間
臭
い
』
や
り
方
で
組
織
を
拡

大
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
」
と

い
う
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
篠
塚
芳
教
事
務
局
長
か

ら
総
括
の
報
告
と
方
針
の
提
案

が
あ
り
、
２
０
０
３
年
度
春
闘

方
針
が
下
記
の
通
り
、
決
ま
り

ま
し
た
。
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電算労２００３アンケート
配布 ３，５３０枚
回収 ６４５枚
時期 ２００３年１月

性別 男子 78%
女子 22%

年齢 平均 32.3歳
勤続 平均 8.6年
学歴 高校 10.5%

専門 15.7%
大学 72.2%
他 0.2%

結婚 独身 62%
既婚 37%

扶養 平均 0.6人
職種 ｿﾌﾄ 85.7%

ＯＰ 0.3%
ＯＡ等 1.6%
営業 3.4%
他 7.6%

（２）
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不
景
気
を
反
映
し
て
か
、
賃
上
げ

要
求
が
昨
年
は
１
万
円
、
２
万
円
の

要
求
が
と
も
に
３
３
％
で
あ
っ
た
の

が
、
今
年
は
１
万
円
が
４
０
％
、
２

万
円
が
３
０
％
で
、
賃
上
げ
要
求
の

平
均
額
も
２
０
０
０
円
下
が
り
ま
し

た
。残

業
は
人
減
ら
し
の
せ
い
か
、
男

性
が
６
時
間
、
女
性
に
お
い
て
は
９

時
間
も
増
え
て
お
り
、
過
去
最
高
の

月
間
２
５
時
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

賃
金
以
外
の
要
求
で
は
例
年
通
り
、

「
技
術
教
育
」
が
最
も
多
く
、
２
番

目
が
「
作
業
環
境
改
善
」
、
３
番
目

が
「
残
業
規
制
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

必
要
を
感
じ
る
技
術
と
し
て
は
、
作



2003年 3月25日 こ ん ぴ ゅ う た 第279号（５）

年
同
様
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
最
も

多
く
、
２
番
目
が
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
初
め
て
の
設
問
で
「
自
宅

の
Ｐ
Ｃ
に
ウ
ィ
ル
ス
対
策
」
は
何
ら

か
の
ウ
ィ
ル
ス
ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
し
て
い
る
人
が
７
２
％
、
し
て
い

な
い
ひ
と
が
２
５
％
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー

に
依
頼
し
て
い
る
人
が
３
％
で
し
た
。

同
じ
く
、
「
パ
ス
ワ
ー
ド
は
」
に
つ

い
て
は
意
識
し
て
い
な
い
と
い
う
人

が
４
４
％
も
い
ま
し
た
。

体
の
不
調
に
つ
い
て
、
不
調
は
な

い
と
い
う
人
が
昨
年
に
比
べ
て
２
・

５
％
減
っ
て
い
ま
す
。
不
調
な
個
所

と
し
て
は
「
目
の
疲
れ
」
が
最
も
多

く
、
「
慢
性
疲
労
」
、
「
い
つ
も
眠

い
」
、
「
胃
腸
不
調
」
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。
慢
性
の
持
病
で
は
、
昨

年
に
比
べ
て
「
胃
腸
病
」
と
「
高
血

圧
」
が
そ
れ
ぞ
れ
２
％
と
１
％
増
え

て
い
ま
す
。

相
変
わ
ら
ず
半
数
以
上
の
人
が
客

先
常
駐
と
な
っ
て
い
ま
す
。
常
駐
の

形
態
と
し
て
は
「
業
務
委
託
」
が
２

％
減
り
、
「
一
括
請
負
」
も
５
％
減
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
分
「
派
遣
」
が
３

％
、
「
分
か
ら
な
い
」
が
４
％
増
え

て
い
ま
す
。



２００３年度活動方針

（１）労供事業の事業主性（労働者供給事業法）の追求

（２）労供事業の強化拡大と派遣事業の拡大

（３）賃金形成、派遣的労働の福祉・共済の追及

（４）派遣労働相談の推進と持続的・広域的問題提起。情報発信基地の拡充

（５）ユニオンによる専門・職能教育

（６）ＯＡ派遣スタッフ、介護スタッフの組織化

（７）行政、経営者団体への要請

（８）運営

①事務局ニュースを発行する。

②幹事会を総会月、秋季学習会以外に２回開催する。

③機関紙「ろうきょう」を発行する。

④秋季学習会を開き、雇用システムの活性化、労供事業のあり方を学習する。

⑤会費は現状通りとして必要な財政措置はその都度幹事会に諮る。

去
る
３
月
３
日
（
月
）
に
第
２
０

回
労
供
労
組
協
総
会
が
１
２
組
合
１
８

名
の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

伊
藤
彰
信
議
長
の
「
２
０
周
年
を
迎
え

て
、
あ
ら
た
め
て
労
供
事
業
の
意
義
を

考
え
よ
う
」
と
の
挨
拶
の
後
、
横
山
南

人
事
務
局
長
か
ら
２
０
０
２
年
度
の
経

過
報
告
と
２
０
０
３
年
度
の
活
動
方
針

の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
報
告
で
は
派

遣
関
係
は
派
遣
労
働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、

介
護
関
係
は
介
護
・
福
祉
ユ
ニ
オ
ン
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
協
力
し
て
厚
生
労
働
省
へ

の
申
入
れ
を
行
っ
た
こ
と
や
、
供
給
・

派
遣
の
仕
組
み
の
も
と
で
の
労
供
事
業

の
報
告
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
活
動
方

針
で
は
新
た
な
取
組
み
と
し
て
、
事
務

局
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

そ
の
後
２
０
０
２
年
度
決
算
報
告
と

２
０
０
３
年
度
予
算
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。
予
算
で
は
今
年
の
５
月
か
ら
供
給

先
の
仕
事
情
報
を
厚
生
労
働
省
の
「
し

ご
と
情
報
ネ
ッ
ト
」
に
掲
載
で
き
る
こ

と
か
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
お
よ

び
「
し
ご
と
情
報
ネ
ッ
ト
」
へ
の
掲
載

と
し
て
月
額
３
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し

た
。
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右と左の絵には７ヵ

所のまちがいがあ

ります。どこでしょ

う。正解者１０名

の方に図書券1000

円分をさしあげま

す。ご応募お待ち

しています。

宛 先：〒110-0003

台東区根岸3-25-6

タブレット根岸2Ｆ

こんぴゅうた クイズ係

E-mail：quiz@union-net.or.jp

277号の当選者：寺田福久・小林摩希子・小畑聡恵・伊藤昇（ＣＣＯＭ）

瀧口重樹・柳瀬昌久・山中康生・山崎剛徳・今浦和博

（ＮＣＳ）斉藤健一（ＮＪＫ）

278号の当選者：寺嵜祐樹・松本喜治・津田和美・三代篤史（ＮＣＳ）

田嶋昭幸・寺田福久・塩野泰史・久野英治（ＣＣＯＭ）

池野誠也（ＮＪＫ）島田純子（ＰＵＣ）

敬称略 ★ご当選おめでとうございます★

クイズ
★ 締 め 切 り は ５ 月 １ ５ 日 ★

高確率で図書券が当たります！

ご応募お待ちしています！！

第
２
０
回

労
供
労
組
協
総
会

開
か
れ
る


